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電気通信大学の小型電子ビームイオントラップ(CoBIT)[1]を用いて観測した Krイ
オンの可視域スペクトルについて報告する。重元素イオンの可視域スペクトルはプラ

ズマ診断に有用であり、特に Krなどの希ガスはダイバータプラズマの冷却に用いら
れることから、その周辺の分光診断に必要とされている。また、鉄より重い元素の起

源として中性子星合体が有力な説となってきているが[2,3]、その電磁波観測による検
証のために広範囲にわたる元素の可視域分光データが求められている。 
電子ビームイオントラップでは、3つの円筒型電極による軸方向井戸型電位と、磁
場で圧縮された電子ビームの径方向空間電荷ポテンシャルにより、イオンを閉じ込め

る。閉じ込めたイオンを電子ビームにより逐次電離することで多価イオンを生成する

が、今回は低価数イオンに注目し、特に低い電子ビームエネルギーでの測定を行った。

イオンからの発光スペクトルを回折格子分光器により測定した結果、2–4+程度のイ
オンの基底電子配置間磁気双極子遷移を確認した。 
これまでの研究では、装置外部から標準ランプの光を導入して波長較正を行ってい

たことから、光源位置の違いによる不確かさが懸念されていた。今回の観測では、目

的とする Krイオンの発光線と同時に、波長が精度よく知られている中性あるいは 1
価の Kr を CoBIT 内で励起し、その発光線を較正線として用いた。これにより、光
源位置の違いや機器のドリフトによる系統的不確かさを考慮する必要が無くなるの

で、精度の向上が期待できる。観測した発光線の波長から準安定準位のエネルギーを

得た。過去の紫外域の分光[4]で得られているエネルギー値と比較する。 
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